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各報道機関⽂教担当記者  殿 
 

令和３年度国際科学技術共同研究推進事業 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム(SATREPS)に 

金沢大学の研究が採択 

 
このたび，本学は，国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構（以下，JST）の令和３年度
「地球規模課題対応国際科学技術協⼒プログラム（SATREPS）（※１）」の公募にお
いて，条件付きにて採択を受けました。SATREPS 提案課題の採択は，本学でははじ
めてになります。 
 

JST「地球規模課題対応国際科学技術協⼒プログラム」 
環境・エネルギー分野「地球規模の環境課題の解決に資する研究」 

 
【採択課題の概要（条件付き採択時点）】 
研究課題名：カンボジアにおける⼤気汚染リスク管理プラットフォームの構築 
研究代表者名：古内 正美（⾦沢⼤学理⼯研究域 地球社会基盤学系 教授） 
研究期間：５年間（２０２２年４⽉〜２０２７年３⽉） 
相⼿国名：カンボジア王国 
相⼿国研究機関名：カンボジア⼯科⼤学（代表研究機関），国⽴経営⼤学，健康科学

⼤学，環境省 
⽇本側研究機関名：⾦沢⼤学（代表研究機関），⻑崎⼤学（共同研究者 ⿃⽻ 陽教

授），⼤阪⼤⾕⼤学（共同研究者 那須 正夫教授） 
 
研究の概要： 

本研究は，深刻な⼤気汚染問題を抱えるカンボジアからの強い要請を受け，カンボジ
ア⼯科⼤学や環境省と協⼒して，⼤気汚染モニタリング網を整備し，持続的に「⼤気

News Release 



汚染による健康リスク」を低減するための管理体制を構築するものです。これによっ
て，持続可能な快適で質の⾼い居住環境の提供や，同国のエコツーリズムなどの観光
産業の発展に貢献します。また，構築した⼤気汚染モニタリング網を持続的に維持管
理する技術者や，観測データに基づいて最先端の研究を⾃⽴して⾏う研究者の育成を
⽬指します。さらに，その技術者・研究者と協⼒して，PM2.5（微⼩粒⼦状物質）よ
りも⼩さく健康リスクが⾼い PM0.1 の実態解明，カンボジア周辺国と連携した⼤気
汚染物質の広域的な影響の解明に取り組み，それらの成果を健康リスク低減につなげ
ます。 
 
【用語解説】 
※１ 「地球規模課題対応国際科学技術協⼒プログラム（SATREPS）」 
科学技術と外交を連携し，相互に発展させる「科学技術外交」の強化の⼀環として，
⽂部科学省・外務省の⽀援のもと，国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構（JST）と独
⽴⾏政法⼈国際協⼒機構（JICA）が連携して実施する事業。開発途上国のニーズを基
に，地球規模課題（※２）を対象とし，社会実装（※３）の構想を有する国際共同研
究を政府開発援助（ODA）と連携して推進する。地球規模課題の解決および科学技
術⽔準の向上につながる新たな知⾒や技術の獲得や，これらを通じたイノベーション
の創出を⽬的とする。また，国際共同研究を通じて，開発途上国の⾃⽴的研究開発能
⼒の向上と課題解決に資する持続的活動体制の構築を図る。  
 
SATREPS 
Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development の略称。
サトレップス。 
 
※２ 地球規模課題 
⼀国や⼀地域だけで解決することが困難であり，国際社会が共同で取り組むことが求
められている課題（環境・エネルギー問題・⾃然災害（防災）・感染症・⾷糧問題，
⽣態系・⽣物多様性の保全，⾃然資源の持続可能な利⽤，汚染対策，気候変動への適
応などの SDGs に対応するもの） 
 
※３ 社会実装 
具体的な研究成果の社会還元。研究の結果から得られた新たな知⾒や技術が，将来製
品化され市場に普及する，あるいは⾏政サービスに反映されることにより，社会や経
済に便益をもたらすこと 



条件付き採択 
関係機関との協議内容や相⼿国情勢などにより新規採択研究課題の取り消し・内容変
更の可能性があるため，令和３年度は協議・調整のための準備期間（暫定期間）とし
て「条件付き」での採択となっている。 
 
令和３年度「地球規模の環境課題の解決に資する研究」における採択までの経緯 
公募期間･･････令和 2 年 9 ⽉ 8 ⽇（⽕）〜11 ⽉ 9 ⽇（⽉）正午（⽇本時間） 
⾯接審査⽇････令和３年３⽉２９⽇（⽉） 
 
 
 
 
 
 

【本件照会先】                 【広報担当】 
⾦沢⼤学理⼯研究域地球社会基盤学系 教授      ⾦沢⼤学理⼯系事務部総務課総務係 
 古内 正美（ふるうち まさみ）           尾崎 慶⼦（おざき けいこ） 

TEL：076-234-4646                 TEL：076-234-6821 
E-mail：mfuruch@staff.kanazawa-u.ac.jp        E-mail：s-somu@adm.kanazawa-u.ac.jp 



 
引⽤：https://www.jst.go.jp/pr/info/info1510/index.html 


